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講 師 紹 介

落合平八郎広報事務所代表

落合 平八郎 氏

シャープ、江崎グリコ、三菱自
動車の広報部門において通算20
年にわたり、メディアリレー
ションを中心に企業広報に従事。
製品回収、情報漏洩、自然災害
対応などをはじめ、ネガティブ
な憶測報道の対応など様々なク
ライシス事案に対応。2020年9
月に独立して個人事務所を設立。
コロナ禍でウイルス対策として
注目される光触媒をコア技術と
するスタートアップ企業のカル
テック株式会社広報部長を務め
る傍ら、さまざまな企業の広報
活動やプロモーション活動の支
援を行う。日本広報学会会員、
日本パブリックリレーションズ
協会個人会員。

Zoomウェビナー形式［ライブ］

〈主 催〉

〈申込締切〉 2月9日まで

プ ロ グ ラ ム

１．危機管理の必要性について
(1)「リスク」という言葉のイメージ
(2)「リスクマネジメント」の役割について
(3)「クライシス」という言葉のイメージ
(4)「クライシスコミュニケーション」の

役割について
(5) 事故や事件の発生とメディアの進化

２．社会の変化に応じて対応する
リスクマネジメントの重要性

(1) クライシス事案の変遷にみる
社会における企業への視線

(2) デジタル化の波に潜む多発する
クライシス事案

(3) リスク事案の分類とその対応

３．クライシス事案発生に備えた
管理体制の整備

(1) 多発するリスクへの備え
（予測する事案、体制、優先順位）

(2) 危機対策本部の体制について
(3) 法的責任と社会的責任について
(4) 最終的な落としどころをどう考えるのか

４．クライシス事案が発生した
場合の対応

(1) 事実確認と情報収集、
優先すべき事項の整理について

(2) 全体を俯瞰し判断する予見力
(3) 記者会見に必要なもの
(4) 受講者による模擬記者会見の準備、

実施など
(5) 新聞やテレビなどの記事の露出
(6) 主要メディアと地方紙、報道の

在り方について
(7) レガシーメディアと

ソーシャルメディア

５．まとめ：社会に寄り添う企業、
団体のために

(1) ステークホルダーに対する情報発信
について

〈日 時〉2023年2月21日(火) 10:00～16:00（5H）

〈講 師〉落合平八郎広報事務所 代表 落合 平八郎 氏

近年、事件事故に加え、自然災害やパンデミックの対応など危機管理に対する関心が高まっており、企業や団体が
社会の一員になって真摯に向き合う姿勢が問われています。

本セミナーでは、広報実務者として日頃の心構えから、様々なリスクに対する予見とクライシス発生時の対応につ
いてどのようにマネージメントするのかを中心に講義します。また、クライシス発生時を想定した模擬記者会見のシ
ミュレーションを通じて、実務者だからこそ知っておくべきことをご説明いたします。セミナー受講で得たものが翌
日から実践できる広報実務者にとって必須の危機管理入門編です。

申 込 要 領

〈参 加 料〉1名につき 本会会員 38,500円 一般 46,200円（消費税込）
＊講座のテキスト資料到着後（約開催５営業日前）のキャンセルについては、参加料の100％を申し受
けます。なお、当日までにご連絡なく欠席の場合も100％のキャンセル料となりますので、あらかじ
めご了承ください。

〈受講要領〉
‣本セミナーはZoomウェビナー形式ですので、カメラ・マイク不要です。
‣本会ホームページ上で【WEB申込】をお願いします。
追って、参加券、請求書、Zoomでの受講要領をお送りいたします。

‣視聴URL等は3営業日前を目途にお送りいたします。

〈留意事項〉
＊視聴URLはセミナー参加者のみ利用可能とし、再配布・複数名での視聴を禁止いたします。
＊著作権保護の観点から、セミナーの録音・録画や資料の複製は固くお断りいたします。
＊Zoom接続環境（パソコン、有線およびWi-Fiのインターネット回線を推奨）をご準備ください。
＊ネット回線・システムトラブル等による視聴の遅滞・中断等について、返金できかねますのでご了承ください。

❶ 当協会ホームページにアクセス
https://www.noma.or.jp

❷ 「セミナー/講座」を選択

❸ 「NOMA 公開セミナー/行政管理講座
検索画面」をクリック

❹ フリーワード欄に講座名の一部を
入力して検索

❺ お申込み講座のページを開いて、
そのページ内でWEB申込

ＷＥＢ申込の方法

mailto:yu-hara@noma.or.jp
http://www.noma-front.com/shop/seminar/seminar.aspx
https://www.noma.or.jp/

